
第８２回赤彦祭

碑前祭・赤彦の歌に親しむ集い

諏訪教育会・富士見町教育委員会は10月5日(土)に、富士見公園

と富士見町コミュニティ・プラザにおいて「第82回赤彦祭」を開催

しました。

富士見公園で行われた碑前祭では、郷土の偉人島木赤彦の偉業を偲

びました。その後会場を富士見町コミュニティ・プラザに移し、「赤

彦の歌に親しむ集い」を行いました。赤彦研究会名誉会長の小口明先

生と会長の行田喜信先生のご指導のもと、赤彦の歌を「仕事のうた」

「わが子のうた」「教育のうた」「妻のうた」「女性を詠ったうた」「柿

のうた」「山のうた」「諏訪湖のうた」について、小グループで読み味

わうという取組をしました。赤彦の歌とじっくり向き合う機会とな

り、参加者からはとても有意義な時間であったという感想が多く聞か

れました。

第４回社員総会が

開催されました
10月21日(月)に第４回社員総会が行われました。主な内容は以下の通りです。                         

◇矢島俊樹教育会長あいさつ

この度の台風19号で、被災された方々へ心からお見舞い申し上げます。

信濃教育会では、災害見舞金制度で被災された方々への支援を行っていま

す。関係する方々は、是非ご活用していただきたいです。

諏訪教育会では、夏休みの研修旬間、赤彦祭、湖北の季大と、計画に沿

って充実した活動を進めてきました。昨夜は、ラグビーワールドカップの

南アフリカ戦を見た方も多いかと思います。日本がこれだけ躍進した背景

には、二人のヘッドコーチの存在が挙げられます。コーチらは、日本の弱

点をコーチの指示待ちと考え、選手が自分たちで考えることを求めました。この考え方は、諏訪教育会

だけでなく、これからの教育が進んでいく方向と一致します。トップダウンは、やらされ感を越えられ

ません。教育会としては、まず社員の皆さんの議論を大切にし、その議論から生まれたアイデアを実行

したいです。働き方改革と言いますが、そのことによって生み出された時間は、子どもたちによりよい

授業を提供するためであるが、そのために学年や同教科の同好の士が集い学び合えるのが教育会です。

本日は各部の中間報告を行いますが、各校の学校運営と重ねて考えていただきたい。会員の会員によ

る会員のための教育会。それは「Ｏｎｅ Ｔｅａｍ」と言うブレイブブロッサムズの理念に通じると考

えます。諏訪は「Ｏｎｅ Ｔｅａｍ」です。後半の活動に向け、社員の皆さん、よろしくお願いします。

＜協議＞

◇令和元年度公益社団法人諏訪教育会事業等中間報告                        

①各部中間事業報告…各部長より計画通り事業を進めている様子が報告されました。

【社員からの意見】

・夏休みの各研究会の研修会は、公益社団法人という立場から教職員以外の方と学びを深めることが
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できる。私も参加したが、新しい発見があり、自分自身の幅を広げることができる機会となった。

・教育博物館は、「サバイバルマスター」など親子で参加できる活動があり、大変ありがたい。今後も、

親子で学べることができる企画を増やしていってほしい。

②中間会計報告…これまで適正な会計処理がなされていることや今後の見通しが報告されました。                       

◇諏訪の子どもや教育を語る会実施計画について… 11月23日（土）に行われます。

◇教職員バスケットボール大会実施計画について… 2月  1日（土）に行われます。

◇諏訪教育会の活動についての意見要望

小グループで「教育会で大切にしていきたいこと・５月の定期総集会で、諏訪季節大学会の最後

まで研修してもらうにはどうしたら良いか」について意見交換をしました。

【社員からの意見や要望】

・母親の立場から、定期総集会は半日開催の方向で考えてみていただき

たい。委員会発表は別な機会で行い講演会のみの開催で良い。これ

により諏訪教育会が衰退するわけではない。時代に適した令和の新

しい取り組みをみんなで議論して考えていきたい。

・諏訪季節大学会は、日程の見直しや内容の精選をして、年３回の開催を一

本化することも、グループの中での意見として出されました。

【矢島会長より】

熱心な議論が交わされて、感謝です。ある社員から「難しい」という声が聞かれました。本当に難し

いです。いくつかの具体的な案も含め、魅力ある事業をやっていかなくてはならないと感じました。

そのために、事業の見直しと精選が必要なのだと考えます。さらには、魅力の発信が必要だと言うこ

とがみえてきました。特に、総集会のあり方については、期日、日程、お昼の時間にまで触れていた

だきました。これから具体的に考えていきたいです。

本年度、公益法人になって８年目になります。令和３年に、法人になって１０年目、諏訪教育会と

しては１４０年目を迎えます。そのときまでには決着をつけなくてはならない大切な問題です。この

議論を、この場だけで完結するのでなく、各校へ戻り、自校の先生方へ広げていただき、いろいろな

形で練り上げて集約していけたらありがたいです。

            

♪♫ 郡市小中合同音楽会 ♫♩
11月 9日（土）に郡市小中合同音楽会が岡谷市カノラホールにて開催されました。学校を超えた合同

演奏や、学年や学級単位の参加など、各校の工夫を凝らしたステージに、コンクールとは違った教育会

の音楽会ならではの素晴らしさを感じることのできるステージでした。

―教職員作品展開催中―
11月1日（金）～12月2日（月）

諏訪教育会館には、現在、先生方から寄せられたたくさんのすばらしい作品が展示されています。

来館された際は、ぜひ先生方の作品をじっくりと鑑賞してください。

◆◇◆ お知らせ ◇◆◇
・「諏訪の子どもや教育を語る会」11月23日（土）諏訪教育会館。受付は9:00からです。

・「諏訪季節大学会」(南中諏）11月20日（水）やつがねホール(北部中学校)。15:00～16:30で

す。

・「教職員バスケットボール大会」の申込は12月6日（金）までです。お忘れなく。

・来年度の諏訪教育会定期総集会は5月16日（土）に開催予定です。


